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2010 年  01 月  01 日  

熊野の旅 年賀  

 
 

 今年もよりしくお願いいたします。 
 初詣・・・木本神社と新出町稲荷 を済ませて、写真を撮ってきました。 
 寒さでバッテリーの起電力が落ちてくるので「ホカロン」を抱かせてやりました。 
 自分よりカメラ優先です。 

 
Tags:熊野市 熊野古道   新出町稲荷    by je2luz | 2010-01-01 01:05  



2010 年  01 月  01 日  

熊野の旅 初日の出・２０１０  

 初詣に行ってきて、フィルムの現像を終わったら４時を回っていました。 
 寒いし、初日の出早めにして寝たのですが、太目を覚ますと。朝日が入ってきてい

ました。 
 思い切って起きだし、二階に上がってベランダから初日の出を撮りました。 
 少々遅かったので、水平線から登るというものでもないので、庭木で少し抑えて撮

っています。 
 獅子岩や花の窟神社まで行かなくても、我が家の場合、海から上る初日の出は拝め

るのですけどね。 

 

 このように、きれいな日の出を見られた方も多いでしょうね。 
 零下まで落ちなくても、寒いものはやっぱり寒いですね。 
Tags:熊野市 七里御浜      by je2luz | 2010-01-01 13:08 | 

 

 

 

 

 

 

2010 年  01 月  02 日  

熊野の旅 今年の初詣 1  

 今年の初詣は町内の「新出町稲荷」と「木本神社」に参り？撮影？に行ってきまし

た。 
 デジタルで１１０枚ほどとモノクロ３５ｍｍ一本撮って来ました。 



 ストロボの連続発光ですから、電池の消耗が激しくなるので、デジタルの方も外付

け大型ストロボを使いました。 
 しかし、もう、生産されていない 315Ｖの積層乾電池の寿命が近づいたのと低温で

急速充電が思うようにできませんでした。 
 次の夜間撮影は普通の電池を交換しながらになりそうです。 

 
 今年の初詣は月明かりに照らされた明るい夜道でした。 
 「木本神社」はやせてもかれても、旧市町村時代から「町制」を敷いていた町の鎮

守様です。 
 狭いところに６０００人ほど居たところですから、昔はずいぶんにぎわったようで

す。 
 今でも境内が狭いので、そこそこ人がいっぱいといった感じはします。 
 賽銭箱も平常どおりですから、「賽銭箱」の前と、一個しかない「鈴」のところは

最初の３０分ほどは順番待ちしていました。 



 

 

 
 毎年なのですが、割合と若い人が集まっています。 
 子供のころから来ていたらしき大学生くらいの年齢がやってきて再会を喜んでい

る風景も見られます。 



 小学高学年から中学生くらいの女の子の数人ずつのグループも見かけられます。 
 かといって、軟派している様子もなし… 
 女の子たちは「おみくじ」を引く子が多いですね。普段から「うらない」なんての

が好きな年齢ですからね。 
 その割りに、普通の大人の人の数が少ないです。 
 お年よりは寒空にやって来れないでしょう。 

 
 隣接の井戸町には「大馬神社」があり、有馬町には「花の窟神社」と「産田神社」

があり、ここにお参りする可能性のあるのは木本町の人だけなんですから、そんなに

数は望めませんね。 
 普段は「熊野古道歩き」の人がたまに訪れる程度ですから、これでも大賑わいです。 
Tags:熊野市 熊野古道 モノクロ     by je2luz | 2010-01-02 10:52 

 

 
2010 年  01 月  03 日  

熊野の旅 ２０１０成人式 熊野市  

 正月恒例の「成人式」が市民会館でありました。 
 例によってカメラを肩に写真を撮りに行ってきました。 
 年々、新成人は減りつつあるので、ホールの混雑もだんだん少なくなります。 
 歩きよいし、写真も撮りよいですが、寂しいですね。 
 でも、華やかな装いの新成人が賑やかに写真の撮りっこしたりしている光景は今も

昔も変わらないようです。 
 ただ… 
 写真機が二眼レフ…３５ｍｍカメラ…一眼レフ…コンパクトデジタルかカメラ…

携帯電話と移っていったようです。 
 下は今日の成人式の風景です。 

 



 
 

Tags:熊野市      by je2luz | 2010-01-03 12:23 

 

 

 

 

 

 

 

2010 年  01 月  04 日  

熊野のたび ２０１０年成人式 熊野市 続き  

 昨日掲載した、「熊野市成人式」ですが、新成人の出席者は１８９人だったのだそ

うです。 
 ロビーが歩きよくて当たり前ですね。 
 今年はそれでも昨年より総新成人数は２２人も多かったのだそうです。 
 男１４７人、女１１８人、合計２６５人です。 
 もちろん、合併した紀和町の数名の人も入っています。 
 この新成人の多くは普段、外に住んでいて住所だけ残っているのです。 
 あと少しすると、就職してきちんと住所を移したり、結婚して戸籍も移ってゆく人

のが多いのです。 

  
 一時期より、振袖姿が増えました。 
 それに、男の子のはかま姿が増えていますね。 
 紋付に小倉の袴…ではなく舞台衣装のようなものがほとんどですね。 
 漫才師の正月用衣装かな？と言うほど派手なのが多かったです。 
 女の子の着物が一時期の子供っぽいのから少し大人びたのに移ったのに、男の子は

派手になっているようです。 



 

 と、言うことで８０カットほどの写真を見たのですが、男の子を撮ったのが非常に

少ないです。 
 これは仕方のないことでしょうね。 
 毎年こうなんですから… 
 成人式が荒れたりすると、新聞・テレビに男の子が映りますが、普通の時は女の子

が画面を飾りますからね。 

 
 屈託なく笑顔ではしゃいでいましたが、この年齢の子でも、短大・専門学校の学生

さんはもう就職、何割かはすでに社会人なのでしょう。そして、四大の子もそろそろ

就職活動でしょうね。 
 本当に自立できてゆく子がどれだけあるのでしょう？ 
 社会が冷えてきて、親も子供を支えられなくなってきていますからね。 
 このように、不安を持った形の新成人を送り出すことが長く続いています。 
 昔なら、どうしてもだめなら、「田舎に帰って…」ってのもありでしたが、今では

その退路も絶たれていますからね。 



 
 
 そうそう… 
 掲載された写真のご本人さん、親御さんでプリントがご所望の方はご連絡ください。 
 無断掲載、モデル料としてお渡しいたします。 
Tags:熊野市          by je2luz | 2010-01-04 11:09 

 

 

 

 

2010 年  01 月  05 日  

熊野の旅 正月行事かな？  

 初詣が終わり、大きな神社では「お賽銭」の勘定が始まったようです。 
 ４・５日かかるところもあるそうですね。 
 お賽銭も景気不景気が大きく作用するとか… 
 熊野市では銀行員に来てもらって数えてもらうような神社もないです。 
 個人にはある程度以上の硬貨の受け入れを制限している銀行界ですが、こんな大口

には銀行員は派遣するし、受け入れも無制限らしいです。なにしろ、「ご利益」があ

りますからね。 
 「ごりやく」と読むか「ごりえき」と読むかは知りませんけどね。 

 
 熊野市では、この後、６日に「大馬神社例祭」があり、１０日には「産田神社の大

祭」があります。 
 そして、２月２日には「花の窟神社」の春季大祭があります。 
 神話にかかわる古い神社の例大祭が続きます。 
 正月行事の一つだったのでしょうかね？ 



 

 「大馬神社」は少々不便なところです。 
 公共交通機関からは見放されたところですからね。 
 自家用車なら簡単にたどり着けるのですが、こんな日にはどうなのでしょう？ 
 近くには車を持ち込めないでしょうね。 
 まあ、ここは人がいっぱい居る時におまいりするよりは、誰も居ない静かな時に、

境内と背景の岩山、滝の荘厳さを味わう方がよろしいかと思います。 

 
 「産田神社」の方は、花の窟神社神社から 1Km ほど山際によったところ、熊野市

有馬町奥有馬にあり、平地ですから、足場は良いです。 
 前にも書いたように、ここの「大祭」は見ものと食べ物があります。 
 見る方では、各地の祭りにあるように、男の子が矢を射て今年の運気を占います。 
 食べる方では、「サンマすし発祥の地」ということで、「骨付きサンマの姿寿司」が

出ます。 
 今のサンマすしは、当然のこととして、「背骨」はもちろん、腹のところの小骨ま

で毛抜きを使ってきちんと抜いて食べよいものになっています。 
 産田さんの祭りの時、神事として振舞われるものはそっくり骨が付いています。 
 古代にはこんなものだったのかもしれませんね。 
 「安産の神様」と言われるのですから、「骨も食べて丈夫な赤ちゃんを…」と、始

まったものかもしれません。 
 結構、参拝者もいて賑わうとか聞きますが、一度も行ったことがありません。 
 冬場の午前中はなかなかみこしがあがりませんからね。 



 境内にはいろんな店が出ていて、「サンマすし」も売られています。 
 売っている「サンマすし」は、今流にきちんと骨をとってあります。 
 １０日は休日ですね。 
 熊野古道歩きの午前中のスケジュールをここに繰り向けるのも良いのではないで

しょうか？ 
 ひとつ峠を省略するだけの価値があるような気もします。 
Tags:熊野市 熊野古道 モノクロ     by je2luz | 2010-01-05 11:48  

 
 
 
 
 
2010 年  01 月  06 日  

熊野の旅 休題 １６５８  

 １６５８…この記事がこの番号になるようです。 
 ４年８ヶ月…少し休んだ日がありますし、写真だけの日もありますが、ぐだぐだと

書き続けたものです。 
 今年に入って、この記事をきちんと整理しておこうと思い、作業を始めました。 
 ＰＤＦ出版と言う道もあるようですが、それもお金が大変そうだし… 
 なにより、誤変換などを訂正しないと、かなりいい加減な状態でアップしてありま

すからね。 
 日付・タイトル・記事・写真だけでいいから、ページ印刷もだめだし… 
 読める大きさの文字にしておきたいし… 
 原稿も保存したいし、印刷もしたい… 
 と、言うことで、かなり面倒ですが、ブログをコピー・ペーストで「ワード」に貼

り付け、誤変換などの訂正と、写真の大きさ調整、ページ納め調整をやることにしま

した。 
 こいつが中々大変ですね。 
 打ってすぐではないので、誤変換とか脱字などは見つけよいですが、体裁を整える

となると、写真の関係で改ページがとんでもないことになったり… 
 両面印刷用の紙も１５００枚買いました。インクはどれだけ要るのでしょう？ 

  
 これを１６５８日分やらないと… 
 まじめにやっても、一日一月分の整理がいいところです。 
 そのピッチだと、４８日… 
 果たして私にできるでしょうかね？ 
 違うブログの方からメールで来た記事は、写真などが出ていないので、それを貼っ

たのでは、結局、元の記事を開けて写真のコピーを移さなくてはなりませんしね。 

  
 と言うことで、作業に取り掛かり、二か月分だけできました。 
 初期のは、記事も短く、写真も小さかったのですね。 



 長い間、お付き合いいただいている方も居られるようです。 
 よくもこんなに誤字脱字が多く、いい加減なブログにお付き合いいただいたもので

す。 
 本当にありがとうございます。 

 
Tags:熊野市 モノクロ        by je2luz | 2010-01-06 11:18 

 

 

 

 

 

 

 

 

2010 年  01 月  07 日  

熊野の旅 大馬神社  

 昨日は「大馬神社」のお祭りでしたが、道のことを考えたりしているうちに結局は

行かずじまいでした。祭りのことを書けなかったので、ちょっとだけ、違う方から「大

馬神社」を取り上げてみます。 

 
 田舎の神社では「信貴山縁起」などというようなものも作られていませんから、一

般にはどんなものやらさっぱりわからないと言うのが実情です。 
 お寺さんは「宗派」があり、「宗派」がわかればお経も大体わかるし、本堂を見れ

ばご本尊様もわかることが多いです。 
 しかし、「神道」はほとんどの場合神殿の扉は閉まっているし、開いていても、奥

の方に「鏡」らしき物が見える程度です。 
 仏像のように祀ってあるものが何かがわかることは少ないです。 

 
 なにを祀っているのかわからないままで、お賽銭を入れ、家内安全・五穀豊穣・学



業成就・交通安全・恋愛成就・世界平和…何もかもお願いしてくるわけです。 
 日本の神道も多神教ですし、一時期は仏教とも大合併していたのですから、あて先

が無くても「嘆願書」は担当部署に届くのでしょうけどね。 

 
 歴史的な背景からか、日本を大きく見ると神社も偏るとか言われますね。 
 鎌倉幕府の勢力の及んだところには「八幡神社」が多いとか…「氷川神社」の多い

ところ。「諏訪神社」の多いところ「伊勢神宮」の勢力下…などと分かれるようです。 
 明治以降には、「神国日本」を表に出し、「天皇中心」を目指したので、「伊勢神宮」

系の「天照大神」を祀るところがものすごく増えたやに聞きます。 

 
 「大馬神社」の歴史を伝えるものに、神社の「棟札」があります。 
 建物を建てるとき、棟上の日付や施主。棟梁などを記載して棟木に取り付けておく

木札のことです。 
 今式の建築だとつけていない家もあるのでしょうが、注文建築などだと、棟梁が作

って取り付けることが多いです。 
 我が家の屋根裏にもこれが付いている筈です。 
 そして、これを見れば私が施主で棟梁は丸山大工、建てたのは昭和４７年と言うこ

ともわかります。 
 棟梁によっては工事の時に使った板に書いた設計図や、物差しに使った「間棒・け

んぼう」なども近くに隠してあることもあります。これがあると、補修の時にもやり

よいからです。 

 
 この「棟札」は神社などでは「遷宮」などで建て替えがあっても、取り外して後世

まで残すことが多いのです。 
 「大馬神社」の棟札で残された中では… 
 文明１１年・１４７９年が一番古いようです。 
   『熊野・伊勢・八幡 当山四所権現 
   天地和楽 奉造立 三所権現』 と書かれているとか… 
 しかし、この棟札には 
    十一面至勢  不動毘沙門 も記載されています。これは仏教系ですね。 
 大工は「新宮衆」だそうです。 

 
 次の… 慶長七年・１６０２年の本殿修理の物には 
  『天照皇大神宮』と言うのが書かれています。 
 ずいぶん、間が開いていますが、お伊勢さんが顔を出します。 

 
 棟札より神社の始まりは古いでしょうね。 
 それ以降の寄進札などでもずっと顔を出すのは「八幡さん」です。 
 天明四年・１７８４年には、「疱瘡神社修覆募」なんてのがあるようです。天然痘

の流行の時に祀ったものなのでしょうね。 
 お寺さんなら、「薬師如来」あたりを祀るのでしょうけど、なんとも拝みたくない

名前です。 



 
 このように神社やお寺などには建立以来の資料が残されていることが多いらしい

です。ピラミッドなどでも職人の落書きがあったりするようですが、建物には職人の

覚書などが残っていることが多いです。何しろ、「墨」で書いてあるのですから、今

のプリンターで印刷したもののように消えてしまうことは無いわけです。 

 
 こんなものに関する資料は各地の図書館などで見ることが出来ると思います。 
 たとえ、出版されていても、いったんなくなると再版などと言うことはありません

から、入手は困難かと思います。 
 興味のある方は覗かれてはいかがでしょうか？ 

 
Tags:熊野市 世界遺産 モノクロ           by je2luz | 2010-01-07 12:04 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2010 年  01 月  08 日  

熊野の旅 産田神社 棟札  

 先に「大馬神社」のむ名札のことを書きました。 
 明後日が「産田神社」の祭りですから、こちらに残された「棟札」についても書い

てみます。 

 
 古いものは、「永世１８年・1521」だそうです。 



  奉棟上 産田二所大明神 と書かれているようです。 

  
次が 「慶長元年 1596」 奉造立 若宮一社 

 
 棟札は５００年ほど前のものです。 
 まあ、５００年前には今のように社殿を構えた神社があったということでしょう。 

 
 永世の棟札には… 
  紀州無漏郡有馬荘司榎本朝臣和泉守忠親 
  神主 藤原森純 

 
  祈願文らしきのが 
   一天泰平四海無為 
   庄内安全人民快楽    とあります。 意外と庶民的な感じです。 

 
 「大馬神社」に比べると、「産田神社」の方が今でも庶民的、鎮守様の雰囲気があ

ります。 
 これは、こんな昔から少し違いがあるようです。 

 
 奉納札などには江戸時代・元文二年・1737 には住吉大伸が顔を出し、明治になる

と秋葉神社も顔を出します。 
 お寺さんでも、ご本尊のほかにいろんな仏様が増えたりしますからね。 
 この資料では仏様の名前がごちゃ混ぜにはなっていませんね。 
 すぐ脇にお寺さんがありますから、ごちゃ混ぜにしなかったのかもしれません。 

 
 「神宮」発祥の地、丹後の国『籠神社・このじんじゃ』の境内に、「この神様はこ

の仏様」と言う説明の立て札が立っているほど、無理やりと言うか、「神」と「仏」

を一緒にしてありますからね。 
 『本地垂迹』と言う便利な学説が奈良時代に唱えられて以来、明治政府による切り

離しまで延々とごちゃ混ぜ政策がとられたわけですからね。 
 日本の神様はギリシャ神話の神様と同じように、かなり人間的で「命」などとかか

れますが、「ありがたい」ものではなさそうです。 
 神社の神域は「ありがたい」けど… 
 どうも、「命」なんて付く人の素性はあまり知らない方が良いのかもしれません。 
 あっちこっちで喧嘩して…大和朝廷を築き上げ広げた人の伝記的になりますから

ね。 
 そんなものを抜きに、日本古来の原始宗教的に拝んだ方がよさそうな気がします。 



 
Tags:熊野古道 熊野市 モノクロ       by je2luz | 2010-01-08 12:27 | 

 

 

 

 

 

2010 年  01 月  09 日  

熊野の旅 熊野 くまの 知名度 市か町か？  

 今年の「熊野駅伝大会」は明日１月１０日です。 
 ＮＥＴ検索を、「熊野」 「駅伝」 「2010」で掛けてみました。 
 『熊野』だけで検索すると、「熊野三山」「熊野古道」などの関係もあり、「熊野市」

が後ろに下がって、和歌山県側が出てくるのは当たり前なんですが… 
 ここまで絞り込んでいれば、当然、熊野市の記事がトップだろうと思いました。 

 
 Ｇｏｏｇｌｅ検索でトップに来たのが、「広報くまの」でした。 
 私が月例で載せているのと同じタイトルですから、吾市の広報だと思いました。 
 ちゃんと「駅伝大会」もあります。 
 各ペ－ジをＰＤＦ化した見出しに飛びました。 
 みてびっくり… 広島県安芸郡熊野町の広報誌です。 
 筆の名産地で知られるところですが、そちらの方が上に出ました。 

 
 そして、二項目目が… 
 「新宮市駅伝大会 2010…」と言うものです。 
 記事の中に、「熊野速玉大社をスタートし…」とありますが、ここにも負けました。 

 
 さらに三項目目…  
 「第 22 回新春熊野スター駅伝大会」ってので、先ほどの安芸郡熊野町の二つ目の



駅伝です。 

 
 四項目目は「やま＆Ｂｉｋe 日誌」と言うブログでした。 
 群馬県のどこかの駅伝で、「熊野神社」てのが出ているようです。 

 
 ようやく五項目目で「東紀州ほっとネット くまどこ」が顔を出します。 
 これには「熊野市」の駅伝大会が出てきます。 

 
 それにしても、知名度が低いと言うか世間の関心を引かないと言うか… 
 痩せても枯れても『市』なんだと言いたいのですが、安芸郡熊野町の「広報くまの」

の方を覗いたら納得します。 
 安芸郡熊野町 人口 25.565 人だそうです。数字には「やはりー」が付きまとうよ

うですが、「町」のほうが「市」より二割も人口が多いのですからね。 
 検索数が負けても仕方ないのでしょうね。 
 平成の合併前には「村」でも熊野市より人口の多いところがあったのですが今はど

うなのでしょうね？ 

 
 海と山ときれいな川と少ない人口… 
 神々と同居する静かな郷… 
 ここはそういう場所なんでしょうね。 

 
 これは２０１０年の『熊野市駅伝』です。 
 「市」をつけないといけませんね。 
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